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成果の概要／田口智清 
 
研究集会「国際研究集会：運動論と非平衡流体力学の最近の進展とその拡がり」（欧文事
業名 International Workshop: Recent Advances in Kinetic Theory and Non-equilibrium 
Fluid Dynamics）を令和 3 年 10 月 21 日と 11 月 23 日の 2 日間の日程で開催しました
（https://sites.google.com/kyoto-u.ac.jp/ws-ktfd/about）。運動論（気体分子運動論）は大
雑把には流体力学と非平衡統計力学の境界に位置し、圧縮性流体力学、統計物理、（双曲
型）偏微分方程式論、多粒子力学系等の分野から研究者が参入する学際領域です。流れが
局所的に非平衡となる航空宇宙工学や真空工学は勿論、ナノ・マイクロ流体や混相流の基
礎としても重要であり、さらにこの 10 年の間、バクテリアや生物の集団運動、意見形成
モデル、生体組織の形態形成など、従来の適用先を超えた新しい応用展開や理論展開も進
みつつあります。この度、青木一生名誉教授（京都大学）の 70 歳の節目に、国内外の有
力な研究者を集め、拡がりをみせる運動論と非平衡流体力学の最新の知見の共有を図ると
ともに、国内のとくに若手・中堅研究者による研究成果を海外に発信することを目的に本
研究集会は開催されました。 
 
昨年に引き続き海外からの渡航は困難な状況で、研究集会の延期・中止も危惧されました
が、京都大学からの研究成果発信を継続することを重視し、オンライン（一部対面）とい
う形で開催しました。財団からの支援は一部を返納することにはなりましたが、パンデミ
ックの中においても京都大学を基盤とする教育・学術研究活動、国際交流の推進に寄与で
きたのではないかと考えています。 
 
初日（10 月 21 日）は、6 件の招待講演と、それに続くポスターセッション・フリーディ
スカッションが行われました。講師は日本から初鳥匡成氏、沼田龍介氏、千葉逸人氏、フ
ランスから Frédérique Charles 氏、Ariane Trescases 氏、Céline Baranger氏で、いずれも
若手から中堅の気鋭の研究者です。欧州（主に仏、伊）と日本には 7 時間の時差がありま
したが、ソルボンヌ大学ジャック＝ルイ・リオン研究所内に設けられた配信会場にも参加
者が参集し、オンライン参加（55 名）をふくめると多くの参加者がありました。少し雰囲
気を紹介すると、高密度気体に対するエンスコグ方程式による流れの新しい解析結果が初
鳥匡成氏より報告され、沼田龍介氏よりプラズマにおける磁気リコネクションの解明を目
指した取り組みが紹介されました。一方、フランスからは微粒子群の気体中での運動を記
述する数理モデルとその数値シミュレーションについての発表があり（Charles 氏）、
Trescases 氏より走化性バクテリアに対する数理モデルである Keller-Segel 方程式とそれを
拡張した数理モデルに関して、運動論モデルや意思決定モデルとの関連性、パターン形成
に関するシミュレーション等が紹介されました。つづいて Baranger 氏からは高温の希薄
気体流れに関する発表があり、最後に、千葉逸人氏から、同期現象の数理モデルである蔵



本モデルに対する数学解析を背景に自ら確立したスペクトル理論が紹介されました。招待
講演につづくフリーディスカッションでは Gather Town（オンライン会議ツール）を用い
た研究交流も行われ、学生のポスター発表もなされました。 
 
2 日目の 11 月 23 日は、ホテル北野プラザ六甲荘（神戸）を配信会場にハイブリッド形式
で開催され、オンラインでの参加者を含めて 83 名が参加しました。この日は合計 12 件の
講演があり、内訳は日本から７件、アジア 2 件（台湾１件、中国１件）、欧州 3 件（フラ
ンス 2 件、ドイツ 1 件）でした。字数制限のため全てを紹介することはできませんが、一
部を振り返ると、数学では Shih-Hsien Yu 氏（Academia Sinica）が乱雑な初期値に対する
圧縮性ナビエ・ストークス方程式の解に対する新しい数学的結果を報告しました。同氏に
よる Green 関数を用いたアプローチは、小池開氏（東工大）に学術的な刺激を与え、その
小池氏からは粘性流体中の質点の移動境界問題に対する新しい成果が報告されました。田
口智清（京都大学）は不連続的な境界データに駆動される希薄気体の流体近似について講
演し、曾根、Bardos らによる既存理論との関連性や位置づけが聴衆から指摘されました。
また、辻徹郎氏（京都大学）は流体力学における有名なレイリー問題の非平衡流に対する
拡張を議論し、鈴木康祐氏（信州大学）はナビエ・ストークス方程式の数値解法として近
年普及が進む格子ボルツマン法の基礎的な部分を議論しました。つづいて分子動力学法を
用いたナノ流体の分離に関する発表が吉田広顕氏（トヨタ中央研究所）からあり、また、
ガラスの物性に関する分子動力学計算を活用した物理学的な研究紹介が水野英如氏（東京
大学）からなされました。Benoît Perthame 氏（Sorbonne Université）は伝統的な希薄気
体を離れ、バクテリアの集団運動に対する様々な数理モデル間の関係、不安定性とパター
ン形成を将来展望とともに俯瞰し、François Golse 氏（École polytechnique）は輻射方程
式の解の性質に関する純粋数学的結果と、関連するいくつかの数値シミュレーション結果
を報告しました。その他、Martin Frank 氏（Karlsruhe Institute of Technology）、Hai-
Liang Li 氏（Capital Normal University）による応用数学の立場からの話題があり、髙田
滋氏（京都大学）は運動論における分子間力と巨視的特異性の新しい関連性について議論
しました。 
 
運動論は、しばしば「中間」を意味する「メゾ」と関連づけられますが、本研究集会では、
運動論・非平衡流体を切り口に物理、工学、数学の話題が適度にバランスし、異分野間の
有益な意見交換ができました。このように多様な分野および学術的背景をもつ研究者があ
つまり横断的に議論できることは運動論の魅力です。多くの研究分野からの刺激を共有す
る二日間となったと考えています。 
 
末筆ながら、本国際研究集会開催にあたり支援をいただいた京都大学教育研究振興財団に
御礼を申し上げます。 


